
(57)【要約】

【目的】作業工程を少なくして密閉度及び不要超音波の

吸収を確実にし、さらには重量を小さくして操作性を良

好にした短軸遥動型超音波探触子を提供する。

【構成】長軸方向に並べられて超音波送受波面に音響レ

ンズを有する圧電素子群を回転保持台上に設けて、前記

圧電素子群の短軸方向に前記回転保持台を回転遥動する

密閉容器内に収容し、前記圧電素子群の超音波送受波面

から送受波される超音波を前記短軸方向に機械的に走査

するとともに、前記密閉容器内に音響媒質としての液体

を充填して、前記超音波送受波面と前記密閉容器の内周

表面との間を長軸方向に伝播する不要超音波の吸収手段

を有する短軸遥動型超音波探触子において、前記不要超

音波の吸収手段として、前記長軸方向となる前記音響レ

ンズの両端側に突出部を設けた構成とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 軸 方 向 に 並 べ ら れ て 超 音 波 送 受 波 面 に 音 響 レ ン ズ を 有 す る 圧 電 素 子 群 を 回 転 保 持 台 上
に 設 け て 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 短 軸 方 向 に 前 記 回 転 保 持 台 を 回 転 遥 動 す る 密 閉 容 器 内 に 収 容
し 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 超 音 波 送 受 波 面 か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 を 前 記 短 軸 方 向 に 機 械 的 に
走 査 す る と と も に 、 前 記 密 閉 容 器 内 に 音 響 媒 質 と し て の 液 体 を 充 填 し て 、 前 記 超 音 波 送 受
波 面 と 前 記 密 閉 容 器 の 内 周 表 面 と の 間 を 長 軸 方 向 に 伝 播 す る 不 要 超 音 波 の 吸 収 手 段 を 有 す
る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 不 要 超 音 波 の 吸 収 手 段 と し て 、 前 記 長 軸 方 向 と
な る 前 記 音 響 レ ン ズ の 両 端 側 に 突 出 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子
。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 1に お い て 、 前 記 回 転 保 持 台 は 水 平 部 の 両 端 側 に 脚 部 を 有 す る コ 字 状 と し 、 前 記
密 閉 容 器 は い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 と カ バ ー と か ら な り 、 前 記 容 器 本 体 の 側 壁 に は 前
記 回 転 保 持 台 の 脚 部 に 設 け た 回 転 軸 受 け と 結 合 し た 長 軸 方 向 の 回 転 中 心 軸 を 有 し 、 前 記 回
転 保 持 台 の 一 方 の 脚 部 に は 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 第 １ か さ 歯 車 を 有 し 、 前 密 閉 容 器 の 底
壁 に は 回 転 シ ャ フ ト が 密 閉 貫 通 し て 前 記 第 １ か さ 歯 車 と 歯 合 す る 第 ２ か さ 歯 車 を 有 す る 短
軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 回 転 保 持 台 の 下 方 と な る 前 記 密 閉 容 器 内 に 前 記 液 体 よ り も 比 重
の 小 さ い 軽 量 体 を 設 け 、 前 記 液 体 中 に 埋 没 し た 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 前 記 軽 量 体 は 内 部 を 中 空 状 と し た 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 圧 電 素 子 群 を 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 し て 立 体 画 像 を 得 る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子
（ 以 下 、 短 軸 遥 動 探 触 子 と す る ） を 技 術 分 野 と し 、 特 に 長 軸 方 向 を 伝 播 す る 不 要 超 音 波 を
吸 収 し た 短 軸 遥 動 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
　 短 軸 遥 動 探 触 子 は 圧 電 素 子 群 を 長 軸 方 向 に 電 子 走 査 し 、 短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 （ 遥 動
） し て 立 体 画 像 を 得 る も の と し て 知 ら れ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ ） 。 こ の こ と か ら 、 例 え ば 圧
電 素 子 を 縦 横 に 配 列 し て 二 次 元 方 向 に 電 子 走 査 す る マ ト リ ク ス 型 等 に 比 較 し 、 例 え ば 配 線
（ 結 線 ） 及 び 走 査 回 路 を 容 易 に す る の で 、 現 実 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 従 来 技 術 の 一 例 ） 第 ３ 図 は 一 従 来 例 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長
軸 方 向 の 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 短 軸 遥 動 探 触 子 は 回 転 保 持 台 １ 上 に 設 け ら れ た 圧 電 素 子 群 ２ を 密 閉 容 器 ３ 内 に 収 容 し て
な る 。 回 転 保 持 台 １ は 水 平 部 の 両 端 側 に 脚 部 を 有 す る コ 字 状 と し 、 水 平 部 上 に は 圧 電 素 子
群 ２ を 設 け て 、 一 方 の 脚 部 の 内 側 面 に は 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 圧 電 素 子 群 ２ は 多 数 の 圧 電 素 子 ２ ａ を 長 軸 方 向 に 配 列 し て な り 、 こ こ で は 回 転 保 持 台 １
の 水 平 部 上 に 設 け ら れ て 曲 面 状 と し た 基 台 ５ 上 の バ ッ キ ン グ 材 ５ ａ に 固 着 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 超 音 波 探 触 子 を 所 謂 コ ン ベ ッ ク ス 型 と す る 。 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 に は 、 通 常 で は 、
音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を 生 体 （ 人 体 ） に 接 近 さ せ て 伝 播 効 率 を 高 め る 図 示 し な い 音 響 整 合 層
が 、 さ ら に は 音 響 レ ン ズ ６ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 音 響 レ ン ズ ６ は 長 軸 方 向 に は 厚 み を 一 定 と し て 、 短 軸 方 向 に は 中 央 の 厚 み を 最 大 と し た
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曲 率 を 有 す る 。 そ し て 、 音 響 レ ン ズ の 曲 率 部 ６ ａ の 全 外 周 か ら は 脚 部 ６ ｂ が 突 出 し 、 バ ッ
キ ン グ 材 ５ ａ 及 び 基 台 ５ の 側 面 外 周 を 覆 っ て 被 着 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 短 軸 方 向 で の 焦 点
を 設 け て 超 音 波 エ ネ ル ギ ー を 効 率 的 に す る 。 な お 、 長 軸 方 向 は 電 子 的 に 制 御 さ れ る 。 な お
、 第 ４ 図 （ ａ ） は 音 響 レ ン ズ の 長 軸 方 向 の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 側 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 密 閉 容 器 ３ は い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 ３ ａ と カ バ ー ３ ｂ と を 図 示 し な い 嵌 合 構 造 に
よ っ て 着 脱 自 在 と す る 。 容 器 本 体 ３ ａ の 一 組 の 対 向 側 壁 に は 、 回 転 保 持 台 １ （ 圧 電 素 子 群
２ ） を 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 回 転 中 心 軸 ７ を 有 し 、 回 転 保 持 台 １ の 両 端 側 の 脚 部 の 軸 受
け に 連 結 す る 。 容 器 本 体 ３ ａ の 底 壁 に は モ ー タ 等 の 回 転 機 構 に 連 結 し て 回 転 シ ャ フ ト ８ が
密 閉 貫 通 し た 第 ２ か さ 歯 車 ４ ｂ が 設 け ら れ 、 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ と 歯 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 モ ー タ 等 の 回 転 機 構 は 裏 面 側 の 図 示 し な い 裏 面 カ バ ー に よ っ て 覆 わ れ 、 裏 面 カ バ
ー か ら は 診 断 装 置 と 接 続 す る ケ ー ブ ル が 導 出 す る 。 こ れ ら に よ り 、 第 ２ か さ 歯 車 ４ ｂ の 回
転 に よ っ て 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ が 圧 電 素 子 群 ２ の 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 し 、 こ れ と 一 体 化 し た
回 転 保 持 台 １ （ 圧 電 素 子 群 ２ ） が 同 方 向 に 回 転 遥 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 一 般 に は 、 圧 電 素 子 群 ２ か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 の 減 衰 を 防 止 す る た め 、 密 閉
容 器 ３ 内 に は 超 音 波 媒 質 ９ と し て の 液 体 例 え ば オ イ ル を 、 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 と の 間 に 介
在 さ せ る 。 ま た 、 カ バ ー ３ ｂ の 長 軸 方 向 と な る 内 周 面 に は シ リ コ ン 樹 脂 等 の 超 音 波 吸 収 材
１ ０ を 塗 布 し て 、 圧 電 素 子 群 ２ の 超 音 波 送 受 波 面 と な る 表 面 と カ バ ー ３ ｂ の 表 面 内 周 面 と
の 間 を 長 軸 方 向 に 伝 播 す る 不 要 超 音 波 を 吸 収 す る 。 こ れ に よ り 、 雑 音 を 少 な く し て 診 断 画
像 を 鮮 明 に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 カ バ ー ３ ｂ 内 周 面 と 圧 電 素 子 群 ２ の 表 面 と の 間 が 空 気 の 場 合 は 、 超 音 波 の 減 衰 が
大 き く て 伝 播 効 率 が 悪 化 し 、 超 音 波 の 送 受 波 が 望 め な い 。 こ れ に 対 し 、 オ イ ル は 超 音 波 の
伝 播 が 良 好 で 、 し か も 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス を １ ． ４ ３ Mraylと し て 、 生 体 （ 人 体 ） の １ ．
５ Mraylに 接 近 す る た め 、 伝 播 効 率 を 高 め ら れ る 。 ま た 、 長 軸 方 向 へ の 不 要 超 音 波 は 、 特
に カ バ ー の 内 周 表 面 と 圧 電 素 子 群 の コ ン ベ ッ ク ス の 曲 率 を 異 な ら せ る こ と か ら 生 じ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ３ ８ ８ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ５ ０ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 願 ２ ０ ０ ５ － １ ７ ５ ７ ０ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ）
　 し か し な が ら 、 上 記 構 成 の 短 軸 遥 動 探 触 子 で は 、 超 音 波 吸 収 材 １ ０ と し て の シ リ コ ン 樹
脂 を カ バ ー ３ ｂ の 内 周 側 面 に 塗 布 す る の で 、 作 業 工 程 を 有 し て 手 間 が か か る 問 題 が あ っ た
。 ま た 、 シ リ コ ン 樹 脂 の 塗 布 量 （ 面 積 ） が 多 い 場 合 は 例 え ば カ バ ー ３ ｂ の 開 口 端 面 に 流 出
し て 付 着 し て 、 容 器 本 体 ３ ａ と の 嵌 合 を 疎 結 合 と し て 間 隙 を 生 じ 、 密 閉 度 を 不 完 全 に す る
。 そ し て 、 塗 布 面 積 が 少 な い 場 合 は 、 不 要 超 音 波 を 完 全 に 吸 収 で き な い 問 題 も あ っ た 。 さ
ら に は 、 密 閉 容 器 ３ 内 に 超 音 波 媒 質 ９ と し て の オ イ ル を 充 填 す る の で 、 短 軸 遥 動 探 触 子 の
重 量 も 嵩 み 、 医 師 等 に よ る 操 作 性 を 低 下 さ せ る 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 発 明 の 目 的 ）
　 本 発 明 は 作 業 工 程 を 少 な く し て 密 閉 度 及 び 不 要 超 音 波 の 吸 収 を 確 実 に し 、 さ ら に は 重 量
を 小 さ く し て 操 作 性 を 良 好 に し た 短 軸 遥 動 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 （ 請 求 項 １ ） に 示 し た よ う に 、 長 軸 方 向 に 並 べ ら れ て 超 音 波
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送 受 波 面 に 音 響 レ ン ズ を 有 す る 圧 電 素 子 群 を 回 転 保 持 台 上 に 設 け て 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 短
軸 方 向 に 前 記 回 転 保 持 台 を 回 転 遥 動 す る 密 閉 容 器 内 に 収 容 し 、 前 記 圧 電 素 子 群 の 超 音 波 送
受 波 面 か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 を 前 記 短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 す る と と も に 、 前 記 密 閉 容
器 内 に 音 響 媒 質 と し て の 液 体 を 充 填 し て 、 前 記 超 音 波 送 受 波 面 と 前 記 密 閉 容 器 の 内 周 表 面
と の 間 を 長 軸 方 向 に 伝 播 す る 不 要 超 音 波 の 吸 収 手 段 を 有 す る 短 軸 遥 動 型 超 音 波 探 触 子 に お
い て 、 前 記 不 要 超 音 波 の 吸 収 手 段 と し て 、 前 記 長 軸 方 向 と な る 前 記 音 響 レ ン ズ の 両 端 側 に
突 出 部 を 設 け た 構 成 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 長 軸 方 向 に 伝 播 す る 不 要 超 音 波 は 、 音 響 レ ン ズ の 両 端 側 に 設
け ら れ た 超 音 波 吸 収 手 段 と し て の 突 出 部 に よ っ て 吸 収 さ れ る 。 し た が っ て 、 従 来 例 の よ う
に 、 雑 音 を 少 な く し て 診 断 画 像 を 鮮 明 に す る 。 こ の 場 合 、 従 来 例 で 示 し た 超 音 波 吸 収 材 例
え ば シ リ コ ン 樹 脂 の 塗 布 工 程 を 排 除 し 、 作 業 工 程 を 少 な く で き る 。 そ し て 、 超 音 波 吸 収 手
段 と し て の 突 出 部 は 、 圧 電 素 子 群 の 端 軸 方 向 へ の 回 転 遥 動 と と も に 移 動 す る の で 、 従 来 例
に よ る シ リ コ ン 樹 脂 の 塗 布 面 積 の 如 何 に 拘 わ ら ず 、 不 要 超 音 波 を 確 実 に 吸 収 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 実 施 態 様 項 ）
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ で は 、 請 求 項 1に お い て 、 前 記 回 転 保 持 台 は 水 平 部 の 両 端 側 に 脚 部 を
有 す る コ 字 状 と し 、 前 記 密 閉 容 器 は い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体 と カ バ ー と か ら な り 、 前
記 容 器 本 体 の 側 壁 に は 前 記 回 転 保 持 台 の 脚 部 に 設 け た 回 転 軸 受 け と 結 合 し た 長 軸 方 向 の 回
転 中 心 軸 を 有 し 、 前 記 回 転 保 持 台 の 一 方 の 脚 部 に は 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 第 １ か さ 歯 車
を 有 し 、 前 密 閉 容 器 の 底 壁 に は 回 転 シ ャ フ ト が 密 閉 貫 通 し て 前 記 第 １ か さ 歯 車 と 歯 合 す る
第 ２ か さ 歯 車 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 圧 電 素 子 群 を 端 軸 方 向 に 回 転 遥 動 で き る 。 そ し て 、 請 求 項 １ で 示 す よ う に
、 超 音 波 吸 収 手 段 と し て の 超 音 波 吸 収 手 段 は 音 響 レ ン ズ に 一 体 的 に 設 け る の で 、 容 器 本 体
や カ バ ー の 内 周 側 面 に 超 音 波 吸 収 材 を 塗 布 す る こ と に よ る 密 閉 度 を 損 な う こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 同 請 求 項 ３ で は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 回 転 保 持 台 の 下 方 と な る 前 記 密 閉 容 器 内 に 前
記 液 体 よ り も 比 重 の 小 さ い 軽 量 体 を 設 け 、 前 記 液 体 中 に 埋 没 す る 。 こ れ に よ り 、 密 閉 容 器
内 の す べ て に 超 音 波 媒 質 と し て の 液 体 を 充 填 し た 場 合 に 比 較 し 、 重 量 を 小 さ く で き る 。 し
た が っ て 、 医 師 等 に よ る 操 作 性 を 良 好 に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 同 請 求 項 ４ で は 、 請 求 項 ３ に お い て 、 前 記 軽 量 体 は 内 部 を 中 空 状 と す る 。 こ れ に よ り 、
軽 量 体 の 比 重 を 超 音 波 媒 質 と し て の 液 体 よ り も さ ら に 小 さ く で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 1図 （ ａ ｂ ） 及 び 第 ２ 図 （ ａ ｂ ） は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。 但 し 、
第 １ 図 （ ａ ） は 短 軸 遥 動 探 触 子 の 長 軸 方 向 の 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ り 、 第
２ 図 （ ａ ） は 音 響 整 合 層 の 長 軸 方 向 の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 単 軸 方 向 の 側 面 図 で あ る 。 な
お 、 前 従 来 例 と 同 一 部 分 に は 同 番 号 を 付 与 し て そ の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 短 軸 遥 動 探 触 子 は 、 前 述 し た よ う に 、 長 軸 方 向 に 並 べ ら れ て 音 響 レ ン ズ ６ を 有 す る 圧 電
素 子 群 ２ を コ 字 状 と し た 回 転 保 持 台 １ の 水 平 部 上 に 設 け て 、 い ず れ も 凹 状 と し た 容 器 本 体
３ ａ と カ バ ー ３ ｂ と か ら な る 密 閉 容 器 ３ 内 に 収 容 す る 。 回 転 保 持 台 １ の 両 端 側 の 脚 部 に は
軸 受 け を 有 し 、 容 器 本 体 ３ ａ の 側 壁 に 設 け ら れ た 長 軸 方 向 の 回 転 中 心 軸 ７ と 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 回 転 保 持 台 １ の 一 方 の 脚 部 に 設 け ら れ た 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 す る 第 １ か さ 歯 車 ４ ａ は 、
密 閉 容 器 ３ の 底 壁 を 回 転 シ ャ フ ト ８ が 密 閉 貫 通 し た 第 ２ か さ 歯 車 ４ ｂ と 歯 合 す る 。 こ れ に
よ り 、 回 転 保 持 台 １ （ 圧 電 素 子 群 ２ ） を 短 軸 方 向 に 回 転 遥 動 し 、 圧 電 素 子 群 ２ の 超 音 波 送

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-222244 A 2007.9.6



受 波 面 か ら 送 受 波 さ れ る 超 音 波 を 短 軸 方 向 に 機 械 的 に 走 査 す る 。 密 閉 容 器 ３ 内 に は 超 音 響
媒 質 ８ と し て の 液 体 例 え ば オ イ ル が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で の 音 響 レ ン ズ ６ は 、 前 述 同 様 に 曲 率 部 の 外 周 か ら 延 出 し た 脚 部 ６ ａ を 有 し 、 さ ら
に 長 軸 方 向 の 両 端 側 に お け る 超 音 波 送 受 波 面 側 に 超 音 波 吸 収 手 段 と し て の 突 出 部 ６ ｂ が 設
け ら れ る 。 突 出 部 ６ ｂ は 先 端 側 を カ バ ー ３ ｂ の 内 周 に 倣 っ た 円 弧 状 と す る 。 そ し て 、 容 器
本 体 ３ ａ の 底 壁 に は 中 空 部 を 有 す る 軽 量 体 １ １ が 接 着 剤 等 に よ っ て 固 着 さ れ 、 回 転 保 持 台
１ の 下 方 と な る 超 音 波 媒 質 ９ の オ イ ル 中 に 埋 没 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 超 音 波 吸 収 手 段 と し て の 突 出 部 ６ ｂ を 音 響 レ ン ズ の 両 端 側 に
設 け る の で 、 圧 電 素 子 群 ３ の 長 軸 方 向 に 伝 播 す る 不 要 超 音 波 こ れ に よ っ て 吸 収 さ れ る 。 し
た が っ て 、 従 来 例 の よ う に 、 雑 音 を 少 な く し て 診 断 画 像 を 鮮 明 に す る 。 こ の 場 合 、 従 来 例
で 示 し た シ リ コ ン 樹 脂 等 に よ る 塗 布 工 程 を 排 除 し て 作 業 工 程 を 少 な く で き る 。 そ し て 、 塗
布 工 程 時 に お け る シ リ コ ン 樹 脂 の 流 出 が な い の で 容 器 本 体 ３ ａ と カ バ ー ３ ｂ と に よ る 密 閉
度 を 確 実 に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 超 音 波 吸 収 手 段 と し て の 突 出 部 ６ ｂ は 、 圧 電 素 子 群 ２ の 端 軸 方 向 へ の 回 転 遥 動 と
と も に 移 動 す る 。 し た が っ て 、 従 来 例 に よ る シ リ コ ン 樹 脂 の 塗 布 面 積 の 如 何 に 拘 わ ら ず 、
不 要 超 音 波 を 確 実 に 吸 収 で き る 。 そ し て 、 突 出 部 ６ ｂ の 先 端 側 を カ バ ー ３ ａ の 内 周 に 倣 っ
た 円 弧 状 と す る の で 、 不 要 著 音 波 を 効 率 よ く 吸 収 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 回 転 保 持 台 １ の 下 方 と な る 密 閉 容 器 ３ 内 に 超 音 波 媒 質 ９ と し て の オ イ ル よ り も
比 重 の 小 さ い 中 空 部 を 有 す る 軽 量 体 １ １ を 設 け る 。 し た が っ て 、 従 来 例 の よ う に 密 閉 容 器
３ 内 の 全 て に オ イ ル を 充 填 し た 場 合 に 比 較 し 、 短 軸 遥 動 型 探 触 子 の 重 量 を 小 さ く で き る の
で 、 医 師 等 に よ る 操 作 性 を 良 好 に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 音 響 レ ン ズ は 曲 率 部 の 底 面 全 周 か ら 脚 部 ６ ｂ を 有 す る と し た が 、 脚 部
６ ｂ は 両 端 側 の み で も 、 さ ら に は 曲 率 部 の み で あ っ て も よ い 。 ま た 。 軽 量 体 １ １ は 基 本 的
に は 超 音 波 媒 質 よ り も 比 重 が 小 さ け れ ば よ く 、 中 空 状 に は 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長 軸 方 向 の
、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で の 音 響 レ ン ズ の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長 軸 方 向 の 正 面 図 、 同
図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 例 の 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 短 軸 遥 動 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長
軸 方 向 の 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 の 音 響 レ ン ズ の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 長 軸 方 向 の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 短 軸
方 向 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 回 転 保 持 台 、 ２ 　 圧 電 素 子 群 、 ３ 　 密 閉 容 器 、 ３ ａ 　 容 器 本 体 、 ３ ｂ 　 カ バ ー 、 ４
ａ 　 第 １ か さ 歯 車 、 ４ ｂ 　 第 ２ か さ 歯 車 、 ５ 　 基 台 、 ６ 　 音 響 レ ン ズ 、 ６ ａ 　 脚 部 、 ６ ｂ
　 突 出 部 、 ７ 　 回 転 中 心 軸 、 ８ 　 回 転 シ ャ フ ト 、 ９ 　 超 音 波 媒 質 、 １ ０ 　 超 音 波 吸 収 材 、
１ １ 　 軽 量 体 。
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【 図 ２ 】 【 図 ４ 】
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【 図 １ 】
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【 図 ３ 】
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